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１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書き、
〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

応募
方法

　11月29日、男女共同参画社会づくりに関する「ほのぼの
川柳コンクール」の表彰式を市役所で行いました。今回は
「発展」「共生」がテーマ。８回目を迎えた今回は、幅広い
世代の方々 124人から420句の応募がありました。審査の
結果、10人の作品が入選。さらに、入選作品の中から遠

えん

藤
どう

行
ゆき

夫
お

さんの作品が市長賞を受賞しました。入選作品を含む
応募作品を、１月14日（火）～ 31日（金）まで、ふれあいプ
ラザ２階ホールに展示します。
●市長賞作品（敬称略）
『寄り添って　歩く二足の　靴を買う』 遠藤　行夫

～「発展」「共生」への思いを川柳に込めて～
平成25年度「ほのぼの川柳コンクール」の入選作品が決定しました！

●入選作品（敬称略）
『種をまき　共に育む　希望の芽』 山崎　晃平
『助ける手　きずな生みだす　まほうの手』 佐藤　茉奈
『四世代　ケンカしながら　支え愛』 大浦　俊輔
『子は宝　未来をつくる　白石市』 佐藤　武美
『共生の　心を繋ぐ　郷土愛』 半田　哲雄
『おがってく　まちとわらすこ　よござりす』 大槻　息吹
『ありがとう　その一言で　変わるから』 木須　玲奈
『なつやすみ　おかあさんにも　あげたいな』 宍戸　柚希
『ほのぼのと　生きる未来を　夢見てる』 半澤　新太

1_市長賞を受賞した遠藤行夫さん　2_受賞者の皆さんと審査委員長の四竈英夫さん（後列左端）
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市長への生き活きメール
平成26年３月31日までお送りください。

問総務課広報広聴係　☎22-1331 24-4861FAX

切りとり

切りとり

切りとり
切
り
と
り

切
り
と
り

切
り

と
り

のりしろ

のりしろ

の
り
し
ろ
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料金受取人払

　白石郵便局
　　承　認

差出有効期間
平成26年3月
31日まで

 郵便切手は
 いりません
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5　市では、市民の皆さんから市政への
ご意見やご提案をお寄せいただき、市

長が直接目を通した上で、これからの

市政に生(活)かしたいと考えています。
　ご意見ご提案をお寄せいただくとき
には、裏面にご記入の上、切り取り線
の通りに切り取り、のり付けして郵送
してください。
　また、ファクシミリでも受け付けし
ますので、裏面にご記入の上、そのま
ま送信してください。

いい
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